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華やかで凛々しく

新成人85名が参加し成人式を開催

厳粛に行われた式典

大賑わいの茶話会
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新
年
の
１
月
３
日
（
土
）、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
27
年
伊
方
町
成
人
式

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
新
成
人
該
当
者
は
、
平
成
６
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
７
年
４
月
１
日
の
間
に
生

ま
れ
た
方
１
０
５
名
で
す
。
当
日
は
、
そ
の

内
８
５
名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
山
下
町
長
か
ら
「
皆
さ
ん
が

こ
れ
か
ら
歩
む
道
は
、
決
し
て
平
た
ん
な
道

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
た
く
さ
ん
の
出
会
い

と
、
一
つ
ひ
と
つ
の
努
力
の
積
み
重
ね
が
い

つ
か
大
き
な
実
を
結
ぶ
こ
と
に
な
る
と
信
じ

て
お
り
ま
す
の
で
、
若
さ
と
パ
ワ
ー
で
、
様
々

な
困
難
を
乗
り
超
え
て
い
た
だ
き
た
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。」
と
激
励
の
言
葉
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
成
人
者
一
人
ひ
と
り
が
、
自
己

紹
介
と
こ
れ
か
ら
の
抱
負
を
発
表
。

　

新
成
人
謝
辞
で
は
、
大

通
拓
也
さ
ん（
湊
浦
）が「
ま

だ
ま
だ
未
熟
で
す
が
、
こ

こ
に
い
る
私
た
ち
が
伊
方

町
を
自
分
自
身
に
も
他
人

に
も
誇
れ
る
故
郷
に
で
き

る
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

場
で
精
一
杯
努
力
し
て
ま

い
り
ま
す
。」
と
決
意
を
含

め
た
お
礼
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

　

20
歳
の
抱
負
で
は
、
中
村
夏
乃
さ
ん
（
三

崎
）
が
「
私
の
20
歳
の
抱
負
は
、
両
親
に
感

謝
の
気
持
ち
を
伝
え
る
こ
と
で
す･･･

父
と

母
に
出
会
え
た
こ
と
が
何
よ
り
も
幸
せ
だ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す…

。」
と
両
親
へ
の
深
い

感
謝
の
気
持
ち
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
典
後
の
茶
話
会
で
は
、
久
し
ぶ
り
に

会
っ
た
友
人
た
ち
と
会
話
が
弾
み
、
楽
し
い

時
間
が
過

ご
せ
た
こ

と
と
思
い

ま
す
。
新

成
人
の
み

な
さ
ん
の

活
躍
を
期

待
し
て
い

ま
す
。

新
た
な
決
意
と
感
謝
を
胸
に〜

伊
方
町
成
人
式
〜

　

１
月
11
日
（
日
）、
第
48
回
瀬
戸
駅
伝
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
四
ツ
浜
地
区
体
育
館
を
ス
タ
ー
ト

し
、
ゴ
ー
ル
の
三
机
小
学
校
ま
で
の
１
３
・

３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
道
の
り
を
、
６
区
間
又

は
３
区
間
で
行
い
ま
し
た
。

　

沿
道
や
各
中
継
所
で
は
、
地
元
住
民
の
皆

さ
ん
の
暖
か
い
声
援
も
あ
り
、
参
加
し
た
全

33
チ
ー
ム
が
無
事
完
走
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
大
会
で
は
伊
方
発
電
所
Ｙ
Ｏ
Ｎ

Ｄ
Ｅ
Ｎ-

Ａ
の
石
川
照
夫
さ
ん
に
、
10
回
出
場

の
功
績
を
讃
え
感
謝
状
を
授
与
し
ま
し
た
。

新
春
の
瀬
戸
路
を
飾
る

新
春
の
瀬
戸
路
を
飾
る

新
春
の
瀬
戸
路
を
飾
る

ー 

瀬
戸
駅
伝
大
会
開
催 

ー

お礼の言葉を述べた　大通拓也さん

20歳の抱負を述べた　中村夏乃さん 記念品目録を受け取る　坂本ちあきさん

瀬戸駅伝13.3kmのスタート
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伊方町特別支援教育支援員募集伊方町特別支援教育支援員募集

１６８名のランナーが一斉にスタート

全
力
疾
走
！

　
　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
で
体
力
づ
く
り
！

全
力
疾
走
！

　
　

健
康
マ
ラ
ソ
ン
で
体
力
づ
く
り
！

伊
方
健
康
マ
ラ
ソ
ン
大
会
開
催

　

１
月
11
日
（
日
）、
町
体
育
協
会
伊
方
支

部
主
催
で
、
伊
方
マ
ラ
ソ
ン
大
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

町
見
体
育
館
を
ス
タ
ー
ト
地
点
と
し
て
、

Ａ（
１
・
８
ｋ
ｍ
）、Ｂ（
２
・
５
ｋ
ｍ
）、Ｃ（
４
・

０
ｋ
ｍ
）
の
３
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
、
参
加
し

た
１
６
８
名
の
ラ
ン
ナ
ー
は
ピ
ス
ト
ル
の
合

図
と
と
も
に
元
気
よ
く
各
コ
ー
ス
に
飛
び
出

し
て
い
き
ま
し
た
。

　

上
位
入
賞
を
目
指
す
者
、
マ
イ
ペ
ー
ス
で

完
走
を
目
指
す
者
、
目
標
は
そ
れ
ぞ
れ
で
し

た
が
、天
候
に
も
恵
ま
れ
、ラ
ン
ナ
ー
は
さ
っ

そ
う
と
コ
ー
ス
を
駆
け
抜
け
て
い
ま
し
た
。

　

閉
会
式
の
お
楽
し
み
抽
選
会
で
は
、
当
選

番
号
の
発
表
の
た
び
に
歓
声
が
上
が
り
楽
し

い
一
日
と
な
り
ま
し
た
。

　支援の必要な児童・生徒一人ひとりのニーズに応じ
た適切な教育を実施するためのサポートを充実し、豊
かな学校生活を過ごせることを目的として、支援員を募
集いたします。

１．応募要件
　　①地方公務員法第１６条各号のいずれにも該当し
　　　ない者
　　②普通自動車免許を取得している者
　　③特別支援教育の充実に意欲のある者
　　④町内に住所を有する者

２．募集職種及び採用予定人員等
　　採用予定人員　若干名
　　期　　間　　採用から平成28年3月31日
　　　　　　　　（継続あり）
　　勤　務　先　　教育委員会が指定する学校
　　勤務形態　　伊方町学校管理規則第４条で定める
　　　　　　　　休業日以外の日で学校長が必要と認
　　　　　　　　めた時間（１日８時間以内）
　　職務内容　　伊方町立学校特別支援教育支援員設
　　　　　　　　置要綱第３条第１項に定められた職
　　　　　　　　務（障がいを持つ児童・生徒への支
　　　　　　　　援）

　　賃　金　等　　時給８８０円（職員に準じて通勤手
　　　　　　　　当あり）
　　　　　　　　社会保険及び労災保険等に加入予定

３．試　験　日　　平成２７年２月下旬
　　試験会場　　伊方町役場　３階　会議室他
      試験内容　　書類審査及び面接

４．申し込み方法等
　　①必要書類　
　　　・履歴書及び普通自動車運転免許証の写し
　　　・介護に関する資格や教員免許等の写し
　　　　（資格を持っている場合）
　　②申込期限
　　　平成２７年２月１６日（月）
　　③申込先・問い合わせ先
　　　〒796－0301 西宇和郡伊方町湊浦1993番地1
　　　伊方町教育委員会事務局 学校教育室（役場３階）
　　　　　　　電話　０８９４－３８－２６６０

５．採用通知等
　　①採　用　通　知　平成27年3月中旬
　　②採用年月日　平成27年4月1日以降
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新春書初め大会
瀬戸公 民 館

　

２
０
１
５
年
、
新
し
い
年
を
飾

る
べ
く
、
恒
例
の
「
新
春
書
初
め

大
会
」
を
１
月
６
日
（
火
）、
四
ツ

浜
地
区
体
育
館
、
三
机
小
学
校
の

２
会
場
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

大
久
、
三
机
小
学
校
の
児
童
50

名
が
参
加
し
、
講
師
の
井
上
千
代

先
生
の
指
導
の
元
、
心
新
た
に
書

初
用
紙
に
向
か
い
ま
し
た
。

　

児
童
の
皆
さ
ん
は
、
各
学
年
ご

と
に
用
意
さ
れ
た
課
題
の
文
字
に

挑
戦
し
、
約
２
時
間
半
ほ
ど
の
間

に
何
度
も
練
習
を
重
ね
、
渾
身
の

一
筆
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。

　

書
き
上
が
っ
た
作
品
は
、
町
民

セ
ン
タ
ー

ロ
ビ
ー
に

て
掲
示
し

て
い
ま
す

の
で
、
是

非
ご
覧
下

さ
い
。

　

１
月
３
日
（
土
）、
新
春
恒
例
の

「
第
36
回
三
崎
マ
ラ
ソ
ン
＆
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
」
が
あ
り
、
約
90
人

の
エ
ン
ト
リ
ー
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
日
は
、
年
末
年
始
の
天
候
と

打
っ
て
変
わ
っ
て
太
陽
が
顔
を
覗

か
せ
る
穏
や
か
な
天
気
と
な
り
ま

し
た
。

　

マ
ラ
ソ
ン
の
参
加
者
は
１
・
５

ｋ
ｍ
、
３
・
０
ｋ
ｍ
、
５
・
０
ｋ
ｍ
、

10
・
０
ｋ
ｍ
の
４
部
門
か
ら
各
自

の
体
力
に
合
わ
せ
た
コ
ー
ス
に
挑

戦
。
そ
れ
ぞ
れ
の
部
門
ご
と
に
ス

タ
ー
ト
の
号
砲
で
一
斉
に
駆
け
出

し
、
思
い
思
い
の
ペ
ー
ス
で
爽
や

か
な
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
５
・
０

ｋ
ｍ
の
部
門
で
は
、
日
頃
の
運
動

仲
間
と
共
に
軽
や
か
な
足
取
り
で

新
春
の
岬
路
を
楽
し
み
ま
し
た
。

新春の走り初め
～第３６回三崎健康マラソン＆ウォーキング大会～

三崎公民館

四ッ浜地区体育館会場

マラソン1.5ｋｍのスタート

参加者全員で準備運動

マラソン3.0ｋｍのスタート

三机小学校会場
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書き初め教室
中央公民館

　

１
月
７
日
（
水
）
に
中
央
公
民

館
で
「
書
き
初
め
教
室
」
を
行
い

ま
し
た
。

　

講
師
に
宇
都
宮
史
先
生
を
お
招

き
し
て
指
導
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
参
加
し
た
11
名
の
子
ど
も

達
は
、
学
年
に
応
じ
て
題
材
を
決

め
て
取
り
か
か
り
ま
し
た
。
一
枚

の
完
成
品
を
仕
上
げ
る
の
に
、
一

文
字
ず
つ
練
習
す
る
子
、
全
部
書

い
て
み
て
バ
ラ
ン
ス
を
確
認
す
る

子
と
様
々
な

方
法
が
見
ら

れ
ま
し
た
。

途
中
途
中
に
、

先
生
に
指
導

を
し
て
も
ら

い
な
が
ら
完
成
品
を
書
き
ま
し
た
。

み
ん
な
、
文
字
に
気
持
ち
を
込
め

て
上
手
に
書
け
て
い
ま
し
た
。

　

書
き
初
め
の

後
は
、
１
月
７

日
と
い
う
こ
と

で
、
人
日
の
節

句
で
し
た
の
で
、

「
七
草
粥
」
の

試
食
会
を
行
い

ま
し
た
。
み
ん
な
で
、
無
病
息
災

を
願
い
な
が
ら
美
味
し
く
試
食
し

ま
し
た
。

中
央
公
民
館
１
階

　
　
　

ロ
ビ
ー
展
示
コ
ー
ナ
ー

　
書
き
初
め
教
室
の
作
品
と
お
絵

か
き
広
場
で
行
っ
た
「
か
ま
ぼ

こ
板
の
絵
」
の
作
品
を
展
示
し

て
お
り
ま
す
の
で
、
是
非
見
に

来
て
く
だ
さ
い
!!

二見公民館まつり大いに賑わう！！
（第３１回二見地区ふるさとまつり）

町見公民館
　

12
月
21
日
（
日
）、
二
見
小
学
校

体
育
館
で
二
見
公
民
館
ま
つ
り
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
公
民
館
ま
つ
り
は
、
地
域
に

密
着
し
た
文
化
活
動
の
展
開
と
振
興

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
さ
れ
た

も
の
で
今
回
で
31
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

地
元
「
亀
ヶ
池
生
活
研
究
協
議
会
」

が
、
ば
ら
寿
司
・
炊
き
込
み
ご
飯
・

草
も
ち
・
焼
肉
の
た
れ
な
ど
を
販
売
、

「
町
見
郵
便
局
」
が
ポ
ッ
プ
コ
ー
ン
の

サ
ー
ビ
ス
を
行
い
大
変
好
評
で
し
た
。

　

作
品
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
保
育

所
園
児
と
保
護
者
の
作
品
、
小
・
中

学
生
の
書
道
や
絵
画
、
各
団
体
の
手

芸
、
生
け
花
、
短
歌
、
俳
句
、
絵
手

紙
等
の
作
品
が
展
示
さ
れ
、
ど
れ
も

力
作
揃
い
で
ま
つ
り
に
花
を
添
え
ま

し
た
。

　

こ
の
日
は
、
午
前
９
時
か
ら
二
見

小
学
校
最
後
と
な
る
「
学
芸
会
」
が

開
催
さ
れ
、
午
後
１
時
か
ら
閉
校
記

念
の
航
空
写
真
撮
影
が
行
わ
れ
、
寒

い
中
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
大
勢

の
方
の
参
加
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
特
別
企

画
と
し
て
小
林
真
三

さ
ん
の
音
楽
ク
イ
ズ

と
魔
ほ
う
の
愛
華

シ
ョ
ー
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
「
二
見
小
学
校

と
地
域
が
一
体
と
な
り
行
う
最
後
の

ま
つ
り
」
と
な
る
こ
と
か
ら
、
是
非

記
念
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
ま
つ
り

を
盛
り
上
げ
て
欲
し
い
と
公
民
館
運

営
審
議
会
や
地
域
の
方
か
ら
強
い
要

望
が
あ
り
実
施
し
ま
し
た
。

　

音
楽
ク
イ
ズ
や
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー

で
は
、
笑
い
あ
り
驚
き
あ
り
で
大
い

に
盛
り
上
が
り
、
児
童
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
と
っ
て
思
い
出
に
残
る
イ
ベ

ン
ト
に
な
っ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
「
芸

能
発
表
の
つ
ど

い
」
が
行
わ
れ
、

ブ
ラ
ス
の
演
奏
・

コ
ー
ラ
ス
・
舞

踊
・
歌
謡
が
披

露
さ
れ
た
後
、

も
ち
ま
き
も
行
わ
れ
、
会
場
は
終
日

大
い
に
賑
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
の
開
催
に
ご
尽
力
い
た
だ

い
た
皆
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
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児遊館より児遊館より児遊館より児遊館より児遊館より児遊館より

映画上映会のご案内
　

2月14日（土）３階児遊館にて映画会を行います。

場　　所　　児遊館内
作　品　名　　ライアンを探せ！　（８２分）
上映時間　　１回目　１０：００～
　　　　　　２回目　１５：００～

探していたのは、親子の絆だった。
お父さんと遊びたくなる物語。息子と話したくな
る物語です。

～活気ある地域づくり、協働のまちづくりをめざして～

【と　き】2月22日（日）午前9時00分～（受付）

【ところ】伊方町民会館　４階　大ホール

【講　演】
　　テーマ　橋はかかる
　　　　　　～差別のない世の中を目指して～

　　講　師　村崎太郎　先生（猿まわし師）

※どなたでも参加できます。

　入場無料　当日参加受付ですので、お気軽にご参加ください。

<問い合わせ> 教育委員会事務局　生涯学習室　電話３８－２６６１

「エコ」工作で遊びましょう！
　

2月21日（土）午後２時から、ペーパーの芯を使っ
て簡単なおもちゃを作りましょう。
参加される方は当日時間までに、３階児遊館にお
越し下さい。
参加費：無料

【お問い合わせ】
伊方町生涯学習センター内　児遊館　
３８－２６６８（内線８５６）

伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内伊方町生涯学習推進大会  開催のご案内

1961年、山口県光市生まれ。17歳で初代次郎とコンビを結成し、日本に途絶え
た猿まわしを復活。次郎の“反省”ポーズで全国的な人気者になる。
1991年「文化庁芸術祭賞」を受賞。1992年にはアメリカ連邦会議から「日本伝
統芸」の称号が授与された。
2007年テレビプロデューサー栗原美和子と結婚。翌2008年、妻である栗原著
の私小説「太郎が恋をする頃までには…」で、被差別部落出身であることを公表。
2009年には、自らが被差別部落民の経験を執筆した「ボロを着た王子様」を出版。
ここ数年は次郎と共に、日本各地の限界集落、ハンセン病療養所、原爆被爆者の
皆さんなどを訪ねる出逢いの旅を続けている。
2010年6月に夫婦共著で「橋はかかる」を出版し、部落問題に関して新しい視点
で言及し、話題を呼んでいる。
同著は、全国学校図書館協議会の選定図書に認定されている。
■受賞歴：1991年　芸術祭賞　演芸部門　
■主な著書：『ボロを着た王子様』自叙伝2009年4月

《開会/9：30～》
① 主催者あいさつ　伊方町長
　 来　賓　祝　辞　伊方町議会議長
　 体育功労者表彰
② 講演（10：00～）　村崎 太郎 先生
③ 閉　会　あ　い　さ　つ　伊方町教育委員会教育長
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【生徒募集】愛媛県立松山東高等学校通信制課程

　本校は、県内で唯一の公立による通信制課程の高等学校です。
　それぞれの科目について、レポート学習(自宅での自学自習)、スクーリング(学校での授業)、及び試験に合格すること
で単位が修得できます。３年以上の修業、74単位以上の単位修得などの必要条件を満たせば、全日制や定時制の高校と同
じ高等学校卒業の資格が得られます。卒業後は大学や専門学校などへの進学の道もあります。現在、十代から六十代までの
幅広い年齢層の生徒７００名近くが勉学に励んでいます。
　本校の特色は、誰でも、年齢を問わず、働きながらでも、家事をしながらでも、自分のペースで学習することができる点
にあります。
　入学を希望される方、興味のある方は、まず、本校までお電話をしてください。詳しく説明します。書類や面接により入
学を決定します。
　なお、松山東高へ来校の際は、駐車スペースがありませんので、最寄りの交通機関をご利用ください。
〈入学資格〉
１　中学校を卒業された方
２　平成27年３月中学校を卒業見込みの方又は中等教育学校前期課程修了見込みの方
３　中学校卒業程度の学力を有すると認められる方
４　高校に在学中または、中途退学した方
〈出願期間〉

　　新入学　　２月　３日（火）～　　４月　３日（金）まで
　　編入学　　２月　３日（火）～　　３月１９日（木）まで
　　転入学　　２月　３日（火）～　　３月２０日（金）まで

※「編入学」とは、過去に高校に在学した方の入学形態です。
　「転入学」とは、現在高校に在籍している方の入学形態です。転入学を希望される方は、まず在籍高校の担任に相談して
ください。
　〈留意事項〉
　通信制の学習システムは、全日制や定時制と異なるため、入学を希望されるご本人に、下記の日程で直接説明をさせてい
ただき、願書を手渡しております。（本人以外には配布しません。説明には保護者の同席も可能です。）

　新入生（過年度卒業）のための説明会　２月１３日（金）　３月１９日（木）
　編入生のための説明会　　　　　　　　２月　６日（金）　２月２４日（火）

　　願書は、本人以外には配布しません。

〈問い合わせ先〉
〒７９０－８５２１　松山市持田町２丁目２－１２　愛媛県立松山東高等学校通信制課程
TEL(０８９)９４５－０１３１　http://matsuyamahigashi-h.esnet.ed.jp/

お問い合わせは、伊方スポーツセンター　
電話38-1100または38-0776へ

曜　　日：毎週水曜日（中級のみ）
　　　　：毎週木曜日（初級・中級・上級）
受　講　料：3200円（4回/1期）
時　　間：初・中級16：30～ 17：20
　　　　　※16：30～の中級は水曜日のみ
　　　　：中・上級17：30～ 18：20
定　　員：各コース１０名
対　　象：5才～小学6年生
申込方法：事前にお電話か来館して申込み
　　　　　下さい。

・初心者を対象にクロールの基本練習を行います。
日　　時　　2月11日（水）　１9：0０～ 19：5０
場　　所　　伊方スポーツセンター温水プール
定　　員　　先着１0名（事前に申し込みをお願いいたします）

日　　時　（11期）2月4・11・18・25
（12期）3月4・11・18・25
１９：００～２０：２０

　
場　　所　伊方スポーツセンター３階トレーニング室
　
内　　容　有酸素運動と筋力トレーニングを交互に行う

ことで、脂肪燃焼し、代謝を高めます。
また、バランス、体幹トレーニングなども行
います。

　
料　　金　２０００円／１期（４回コース）
　
曜　　日　毎週水曜日
　
募集人数　先着5名（事前に申し込みをお願いいたします。）

ＪｒスイミングスクールＪｒスイミングスクール

※大人の水泳教室※

風邪に負けない
元気なカラダを
つくろう!!

～通信制って知っていますか？　高校卒業の資格を取ろう!!～

サーキットトレーニングサーキットトレーニングサーキットトレーニング

1回
500円
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『捏造のロジック』
喜多　喜久／著

《内容紹介》
研究所で起きた論文捏造事件。
クビ寸前の崖っぷち研究員・円
城寺は、文科省からやってきた
キレ者役人・二神とコンビを組
み、内部調査に乗り出すハメに
なり…。 

『ふしぎなにじ』
わたなべ　ちなつ／さく

《内容紹介》
鏡が増えると、虹も増える。鏡
がどんどん増えると…? 本を開く
と、左と右のページの絵が互い
に映りこみ、ひとつの絵に。鏡
のように反射する紙でできたふ
しぎな絵本。 

『アナと雪の女王』 『アルプスの少女ハイジ』　
『ロード・オブ・ザ・リング』 『華麗なるギャツビー』
『アメイジング・スパイダーマン』 『ラ・ヌーバ』　
『あなたへ』 『本三崎　秋祭り』　
『塩成地区 秋祭り』 『九町地区 秋祭り』 ほか

※秋祭りのＤＶＤは、館外貸出ができません。
　館内でご覧ください。

2月 図書館カレンダー 利用案内
 ■開館日時／火曜日～日曜日　午前 9 時 30 分～午後 6 時
 ■休　館　日／毎週月曜日（月曜日が祝日の時はその翌日も）
 　　　　　　祝日・月末図書整理日・年末年始・蔵書点検日
 ■瀬戸・三崎地域の方へ
 　瀬戸町民センター・三崎公民館で図書と雑誌の返却ができます。
  伊方町立図書館（伊方町生涯学習センター2階）
  愛媛県西宇和郡伊方町湊浦 1992 番地
  TEL（0894）38-0607

《一般書》

日 月

…おはなし会 …休館日

火 水 木 金 土
7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

日 月 火 水 木 金 土
7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

新着図書
《児童書》

『5人のジュンコ』　
『あなたは、誰かの大切な人』
『鼠、滝に打たれる』 
『自滅』
『私はテレビに出たかった』
『高い窓』
『全員少年探偵団』
『鬼はもとより』
『オネスティ』
『起き姫』
『読まされ図書室』
『食べられる深海魚ガイドブック』
『超辛口先生の赤ペン俳句教室』 

真梨　幸子／著
原田　マハ／著
赤川　次郎／著

柴田　よしき／著
松尾　スズキ／著

レイモンド・チャンドラー／著
藤谷　治／著

青山　文平／編
石田　衣良／著
杉本　章子／著
小林　聡美／著

落合　芳博／監修
夏井　いつき／著

ほか

『あっぷっぷ』
『びっくりこたつ』
『にがいおくすりのめるかな』
『ことばであそぼうどこきる家族』

『おばけのソッチ、おねえちゃんになりたい!』
『かいけつゾロリのクイズ王』
『ねこ探!』
『花束』
『ベイマックス』
『被災犬「じゃがいも」の挑戦』
『ゆめみの駅遺失物係』
『西郷隆盛は名探偵!!』

日　時 ： １４日（土）・２８日（土）　
　　　　　　午後１時３０分～
場　所 ： 図書館　おはなしコーナー
対　象 ： どなたでも参加できます♪　
絵本や紙芝居など、たのしいおはなしを
聞かせてくれるよ。みんな、きてね！

新しく購入した本は下記の図書館ホームページからもご覧いただけます。
URL:http://www.town.ikata.ehime.jp/site/tosyokan/

～ 2月のおはなし会 ～

中川　ひろたか／文、村上　康成／絵
新井　洋行／作

深見　春夫／さく・え

NHK「シャキーン!」制作スタッフ／著
角野　栄子／さく
原　ゆたか／さく
村上　しいこ／作
小林　深雪／著

アイリーン・トリンブル／作
山口　常夫／文
安東　みきえ／著
楠木　誠一郎／作

ほか

新着ＤＶＤ新着ＤＶＤ
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佐
田
岬
出
身
者
の
躍
進

◆ 今月のきょうどかん ◆

佐田岬半島の自然
スライド上映会
佐田岬半島の自然
スライド上映会

1月26日は文化財防火デー！

2015年 2月

2月25日（水）19時～
今月のテーマ
「身近な蜘蛛たちのスゴ技！」
※入場無料・お気軽にお越しください。

日 月

＝休館日

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ・Ｆ
Ａ
Ｘ
39
ー

０
２
４
１

 

（
不
在
の
場
合
）38
ー

２
６
６
１ 

生
涯
学
習
室

■
開
館
時
間　

９
:
30
〜
16
:
30

■
休　
　

館　

月
曜
日
ほ
か

火 水 木 金 土
7

14

21

28

6

13

20

27

5

12

19

26

4

11

18

25

3

10

17

24

2

9

16

23

1

8

15

22

117

　毎年1月26日は、「文化財防火デー」です。
昭和24年のこの日、奈良県斑鳩町にあった
世界最古の木造建築―法隆寺の金堂壁画が
焼失してしまったことを教訓として、昭和
30年に制定されました。
　伊方町でも毎年この日前後に文化財の防
火についてさまざまな行事が行われます（今
年は三机長養寺など）。これを機に、地域の
文化や歴史を大切に守る心を確認したいも
のです。

＝夜スライド上映

2014年 10月
日 月 火 水 木 金 土

7
14
21
28

6
13
20
27

5
12
19
26

4
11
18
25

3
10
17
24
31

2
9
16
23
30

1
8
15
22
29

（第92回）

　

杜
氏
や
大
工
な
ど
、
技
術
を

磨
い
て
出
稼
ぎ
に
出
る
の
は
ご

く
普
通
の
こ
と
だ
っ
た
せ
い

か
、
あ
る
い
は
大
海
原
に
漁
船

を
繰
り
出
す
進
取
の
気
概
か
、

佐
田
岬
半
島
出
身
の
人
々
の
中

に
は
、
地
元
伊
方
町
か
ら
外
に

飛
び
出
て
大
活
躍
さ
れ
た
方
々

が
た
く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。

　

牧
野
純
蔵
さ
ん
（
１
８
３
６

―

１
９
０
３
）
は
、
明
治
初
期

に
初
代
国
会
議
員
と
な
っ
た
偉

人
で
す
。
現
在
で
い
う
西
予
市

宇
和
町
出
身
と
さ
れ
ま
す
が
、

豊
之
浦
か
ら
養
子
に
出
た
方
で

し
た
。

　

大
洲
市
長
浜
支
所
前
に
銅
像

が
建
つ
西
村
兵
太
郎
さ
ん
（
１

８
８
４―

１
９
３
５
）
は
、
長

浜
町
長
を
長
く
務
め
、
昭
和
一

〇
年
に
開
通
す
る
重
要
文
化

財
・
長
浜
大
橋
の
架
橋
に
尽
力

し
た
人
物
で
す
が
、
元
は
二
名

津
の
出
身
で
す
。

　
「
大
洲
の
女
傑
」
と
い
わ
れ
、

書
店
を
営
む
傍
ら
出
版
事
業
に

も
携
わ
り
、
私
立
大
洲
女
学
校

（
現
在
の
大
洲
高
校
）
の
生
み

の
親
と
も
な
っ
た
中
野
ミ
ツ
さ

ん
（
１
８
４
７―

１
９
２
６
）

も
伊
方
か
ら
嫁
い
だ
人
で

し
た
。

　

定
番
の
お
菓
子
ハ
チ
ミ
ツ

ボ
ー
ロ
を
日
本
で
初
め
て
作
っ

た
の
は
、
製
菓
業
に
夢
を
託
し

て
一
八
歳
で
大
阪
に
渡
っ
た
塩

成
出
身
の
山
本
政
太
郎
さ
ん

（
１
８
８
５―

１
９
２
９
）
で

し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
用
品
で
有
名
な
㈱

Ｓ
Ｓ
Ｋ
は
、
三
机
出
身
の
佐
々

木
恭
三
さ
ん
が
、
終
戦
直
後
に

京
都
で
創
業
し
た
運
動
具
店
が

は
じ
ま
り
で
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
挙
げ
き
れ
ま
せ
ん

が
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
実

は
佐
田
岬
半
島
人
た
ち
が
活
躍

し
て
い
た
と
い
う
例
は
多
く
あ

り
ま
す
。
も
ち
ろ
ん
！
今
ま
さ

に
現
役
バ
リ
バ
リ
で
各
方
面
の

第
一
線
で
ご
活
躍
の
方
々
も
た

く
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

時
に
雄
大
で
時
に
厳
し
い
佐

田
岬
半
島
の
風
土
、
そ
こ
で
育

ま
れ
た
気
概
が
地
域
に
縛
ら
れ

な
い
大
活
躍
を
生
ん
で
き
た
の

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ノ
ー
ベ
ル

賞
を
受
賞
し
た
大
久
出
身
の
中

村
修
二
先
生
も
、
佐
田
岬
半
島

に
暮
ら
す
私
た
ち
を
大
い
に
勇

気
づ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

参
考
文
献
『
愛
媛
県
史
・
人
物
編
』

『
発
掘
え
ひ
め
人
』『
宇
和
の
人
物

伝
』『
瀬
戸
町
誌
』
等
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人
権
問
題
に
は
、
た
く
さ
ん
の

種
類
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

僕
が
一
番
気
に
し
て
い
る
人
権
問

題
は
、
障
が
い
者
差
別
で
す
。
な

ぜ
な
ら
ば
、
僕
自
身
が
、
漏
斗
胸

と
い
う
病
気
だ
か
ら
で
す
。
生
ま

れ
た
頃
は
、
何
も
な
か
っ
た
け
れ

ど
、
成
長
す
る
に
つ
れ
て
胸
が
く

ぼ
ん
で
い
く
病
気
で
す
。
中
学
生

に
な
る
に
つ
れ
、
胸
の
へ
こ
み
が

大
き
く
な
り
、
生
活
に
支
障
が
出

る
く
ら
い
に
な
り
ま
し
た
。
今
年

の
夏
休
み
は
、
思
い
切
っ
て
胸
の

手
術
を
行
い
ま
し
た
。
手
術
を
す

る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の
で
、
と

て
も
不
安
で
し
た
。
手
術
は
、
成

功
で
し
た
。
し
か
し
、
大
き
な
手

術
だ
っ
た
の
で
、
生
活
の
中
で
た

く
さ
ん
の
制
限
が
あ
り
ま
す
。
僕

は
運
動
が
好
き
な
の
で
、
運
動
制

限
が
長
期
間
続
く
こ
と
が
と
て
も

辛
い
で
す
。

　

僕
は
、
病
気
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
、
周
り
の
友
達
と
は
、
少
し

違
っ
て
い
ま
す
。
周
り
の
友
達
も

僕
自
身
も
普
段
は
何
も
気
に
し
て

い
ま
せ
ん
。し
か
し
、心
の
底
で
は
、

友
達
は
気
を
遣
っ
て
く
れ
て
い
る

だ
ろ
う
し
、
僕
自
身
も
気
に
し
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
障
が
い
者
差

別
に
つ
い
て
は
、
敏
感
に
感
じ
る

よ
う
な
所
が
あ
り
ま
す
。
障
が
い

を
持
っ
て
生
ま
れ
た
と
い
う
だ
け

で
差
別
さ
れ
る
こ
と
が
起
こ
る
の

は
、お
か
し
い
と
思
い
ま
す
。以
前
、

テ
レ
ビ
で
重
度
心
身
障
が
い
の
子

ど
も
の
紹
介
を
し
て
い
ま
し
た
。

保
育
所
に
入
所
の
た
め
の
手
続
き

を
す
る
時
に
「
自
分
で
フ
ォ
ー
ク

や
ス
プ
ー
ン
を
持
て
な
い
」「
自
分

一
人
で
歩
く
こ
と
が
で
き
な
い
」

な
ど
の
理
由
で
入
所
す
る
こ
と
を

断
ら
れ
た
そ
う
で
す
。
そ
の
時
僕

は
「
そ
の
よ
う
な
フ
ォ
ー
ク
や
ス

プ
ー
ン
を
持
て
な
い
と
い
う
理
由

で
、断
ら
れ
る
の
か
？
」と
、シ
ョ
ッ

ク
を
受
け
ま
し
た
。
ど
ん
な
子
ど

も
も
地
元
の
保
育
所
に
受
け
入
れ

ら
れ
る
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。

僕
は
、
重
度
心
身
障
が
い
者
に
つ

い
て
何
の
知
識
も
持
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
調
べ
て
み
ま
し
た
。

重
度
心
身
障
が
い
と
は
、
重
度
の

肢
体
不
自
由
と
重
度
の
知
的
障
が

い
と
が
重
複
し
た
状
態
と
知
り
ま

し
た
。
日
本
で
は
、
約
三
万
八
千

人
い
る
よ
う
で
す
。
計
算
を
す
る

と
、
三
千
人
に
一
人
く
ら
い
の
割

合
に
な
り
ま
す
。

　

僕
た
ち
は
、
地
域
の
中
で
色
々

な
人
と
交
わ
り
あ
っ
て
暮
ら
し
て

い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で
問
題
提
起
し

て
い
た
よ
う
に
、
障
が
い
が
あ
る

か
ら
と
い
っ
て
、
受
け
入
れ
な
い

で
い
る
と
、わ
か
り
合
う
こ
と
だ
っ

て
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。
色
々

な
人
が
い
る
こ
と
に
も
、
気
づ
く

こ
と
が
で
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
の
子
ど
も
の
入

園
を
許
可
し
て
、
他
の
園
児
た
ち

と
一
緒
に
活
動
さ
せ
る
こ
と
は
、

保
育
士
さ
ん
た
ち
に
と
っ
て
大
変

な
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ど
う

接
し
て
い
い
か
分
か
ら
な
い
か
ら

で
す
。
命
が
か
か
っ
て
い
る
か
ら

で
す
。
専
門
的
な
知
識
も
な
い
か

ら
で
す
。
し
か
し
、
対
応
し
て
い

る
保
育
士
さ
ん
た
ち
大
人
の
姿
を

見
て
、
周
り
の
子
ど
も
た
ち
み
ん

な
が
学
ぶ
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
。も
し
、自
分
が
将
来
、

障
が
い
が
あ
る
人
に
出
会
っ
た
時

に
、
ど
の
よ
う
に
協
力
し
た
ら
よ

い
か
、
身
に
つ
く
と
思
い
ま
す
。

重
度
心
身
障
が
い
の
人
と
も
一
緒

に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
が
、

一
日
も
早
く
実
現
す
る
こ
と
を
望

ん
で
い
ま
す
。

　

僕
は
、
自
分
に
病
気
が
あ
る
の

で
、
障
が
い
の
あ
る
人
た
ち
に
共

感
で
き
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。

僕
は
、
こ
の
命
を
大
切
に
し
よ
う

と
思
っ
て
い
ま
す
。
せ
っ
か
く
生

ま
れ
て
き
た
の
だ
か
ら
、
最
期
ま

で
生
き
抜
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。

き
っ
と
、
他
の
様
々
な
障
が
い
が

あ
る
人
た
ち
の
中
に
も
、
僕
と
同

じ
よ
う
に
考
え
て
い
る
人
は
多
い

と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
少
し
で
も

元
気
に
な
り
た
い
と
も
思
っ
て
い

ま
す
。
そ
ん
な
心
の
声
を
聞
い
て

欲
し
い
と
思
い
ま
す
。
テ
レ
ビ
で

見
て
い
る
と
、
障
が
い
が
あ
る
人

た
ち
に
対
し
て
心
な
い
態
度
で
接

し
て
い
る
様
子
を
見
た
こ
と
が
あ

り
ま
し
た
。
傷
つ
く
よ
う
な
言
葉

を
言
っ
た
り
し
な
い
で
欲
し
い
と

思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
言
っ
て
は

い
ま
す
が
、
僕
に
も
直
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

あ
ま
り
相
手
の
こ
と
を
考
え
ず
に

し
ゃ
べ
っ
て
は
、
他
人
を
傷
付
け

て
し
ま
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
た

く
さ
ん
の
人
と
関
わ
り
な
が
ら
、

正
し
い
言
動
が
で
き
る
よ
う
に
成

長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
相
手
と
の
距
離
感
や
礼
儀

も
し
っ
か
り
身
に
つ
け
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
僕
は
、
自
分
の
体

験
を
生
か
し
て
、
障
が
い
が
あ
る

人
た
ち
も
暮
ら
し
や
す
い
地
域
作

り
に
参
加
し
た
り
協
力
し
た
り
し

な
が
ら
多
く
の
人
た
ち
と
関
わ
っ

て
生
活
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

ぼ
く
の
目
は
見
え
に
く
い
。
ぼ

く
の
目
は
小
さ
い
。
み
ん
な
よ
り

も
、
つ
か
れ
や
す
い
。
早
く
動
け

な
い
。

　

ぼ
く
の
こ
と
を
ジ
ロ
ジ
ロ
見
る

人
が
い
る
。「
か
わ
い
そ
う
に
。」

と
言
う
人
も
い
る
。

　

だ
け
ど
ぼ
く
は
毎
日
楽
し
い
。

み
ん
な
と
一
し
ょ
に
い
れ
る
か
ら
。

み
ん
な
と
一
し
ょ
に
遊
べ
る
か
ら
。

み
ん
な
と
一
し
ょ
に
勉
強
で
き
る

か
ら
。
つ
か
れ
た
時
は
い
っ
ぱ
い

ね
よ
う
。

　

ぼ
く
を
見
て
笑
わ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
み
ん
な
ち
が
っ
て
み
ん
な

い
い
。

伊
方
中
学
校　

２
年　

上
田　

颯
人

「
障
が
い
者
差
別
に
つ
い
て
」

平
成
26
年
度　

人
権
作
文
か
ら

九
町
小
学
校　

４
年　

城
岡　

陽
向

「
ぼ
く
は
ぼ
く
」

平
成
26
年
度　

人
権
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
ら

ろ
う
と
き
ょ
う
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三
机
句
会

町
見
野
の
花
句
会

俳
　
句

俳
　
句

伊
方
俳
句
会

瀬
戸
句
会

北
斗
の
会

あ
み
だ
句
会

　恒例として新春を飾る「伊方町新春俳句大会」を下記のとおり開催いたしますので、多数
の投句とご出席をお願いいたします。
　
１．日　　　時　　平成２７年３月１０日（火）　１３：００～
２．場　　　所　　瀬戸町民センター　２階　会議室
３．投句の要領（兼題のみ）
　①投　句　数　　一人３句　自作未発表の雑詠、自由題
　②投句方法　　郵便はがき縦書き３句　住所、氏名、出欠席記入（必ず記入してください。）
　　　　　　　　※楷書で記入して、漢字にはふりがなを付けてください。

　③締　　切　　２月２７日（金）必着
　④宛　　先　　〒796-0301　伊方町湊浦　伊方町中央公民館宛　
　　　　　　　　郵便又は伊方町中央公民館郵便受けへ投函して下さい。

　⑤参　加　者　　本町内の成人誰でも参加できます。
　　　　　　　　伊方町俳句連合会句会員・瀬戸地区、三崎地区の
　　　　　　　　俳句会員趣向者
　⑥会　　費　　３００円
　お問い合わせ　伊方町中央公民館　電話38-1020

平成27年（第27回）伊方町新春俳句大会のご案内平成27年（第27回）伊方町新春俳句大会のご案内

上　
口　
久　
志

岩　
見　
愛　
子

菊
池
ア
ツ
子

林　

そ
で
子

川　
縁　
秀　
子

岩
井
フ
ミ
エ

得
能
カ
ツ
ミ

得　
能　
悦　
子

山
内
ウ
メ
コ

井　
上　
敦　
子

西
山
美
津
子

大　
野　
律　
子

安　
田　
増　
子

長
谷
美
久
仁

髙
地
瑠
美
子

門　
田　
千　
枝

渡
辺
日
出
子

二
宮
壽
賀
子

上
田
サ
チ
エ

井　
上　
良　
枝

上　
田　
幸　
香

山　
嵜　
美　
喜

梶
谷
千
代
子

石　
井　
義　
夫

宇
都
宮
睦
子

木　
戸　
悦　
子

上　
田　
益　
男

足　
利　
敦　
子

北　　
　

英　
二

佐
々
木
サ
チ
子

浅
井
ミ
ド
リ

佐
々
木
忠
雄

井　
上　
幸　
子

吉　
見　
福　
子

福　
岡　　
　

博

岡　
本　　
　

登

岡
本
あ
つ
子

佐
々
木　

煦

佐
々
木
　

子

井
上
奈
津
子

佐
々
木
順
子

藤
村
冨
士
子

伊　
藤　
植　
美

西
上
ミ
ツ
ヨ

中
村
千
代
香

阿
部
よ
し
子

松　
本　
光　
子

宮
部
タ
ミ
ヱ

玉　
里　
宏　
子

高　
月　　
　

仁

木　
原　
敬　
明

池　
井　
為　
吉

輝
か
し
初
春
仰
ぎ
米
寿
か
な

大
寒
の
寺
大
障
子
固
く
閉
じ

紅
白
の
余
韻
に
年
の
改
ま
る

も
み
じ
の
手
合
わ
す
幼
に
初
日
の
出

冬
銀
河
に
紛
れ
て
よ
ぎ
る
尾
翼
の
灯

診
療
の
予
約
を
記
す
初
暦

子
供
よ
り
誕
生
祝
に
水
仙
花

初
句
会
い
つ
も
の
顔
が
揃
い
け
り

八
十
路
な
る
身
の
倖
せ
や
家
の
春

嫁
む
か
え
に
ぎ
や
か
な
り
し
明
け
の

春人
文
字
を
撮
る
寒
空
に
セ
ス
ナ
飛
ぶ

温
む
水
背
を
丸
め
て
子
猫
飲
む

新
暦
強
き
巻
き
癖
伸
ば
し
見
る

豪
邸
に
万
の
聖
樹
の
煌
め
け
り

遥
拝
所
訪
へ
ば
紅
白
鏡
餅

日
傘
さ
す
光
と
影
を
し
た
が
え

て梅
雨
入
り
や
磯
ひ
よ
ど
り
の
に

ご
り
声

飛
石
に
打
水
涼
し
寺
の
庭

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
笑
顔
で
ゲ
ー
ム

濃
紫
陽
花

散
策
や
野
の
花
摘
み
し
初
夏
の

風猫
数
多
ふ
る
里
は
過
疎
枇
杷
熟

る
る

若
草
色
の
ネ
ッ
カ
チ
ー
フ
や
犬

の
首

か
く
れ
ん
ぼ
皆
菜
の
花
に
な
り

に
け
り

軽
快
に
梅
雨
の
晴
間
に
仔
犬
走

る風
青
し
ス
ポ
少
入
団
バ
ッ
ト
舞

う記
念
樹
の
蜘
蛛
一
糸
に
梅
雨
光

る浜
風
に
五
色
が
競
う
鯉
幟

摘
花
園
絨
毯
し
き
つ
め
如
く
な

り母
の
日
や
と
う
に
越
し
た
る
母

の
歳

歓
び
を
秘
め
て
鈴
生
り
の
み
か

ん
捥
ぐ

父
の
日
や
夕
餉
は
果
て
し
な
く

続
き

伊
予
路
行
く
み
か
ん
の
花
は
ど

こ
ま
で
も

若
葉
か
ら
ダ
イ
ヤ
の
よ
う
に
朝

日
降
る

ヨ
ッ
ト
マ
ン
荒
波
に
乗
り
半
島

へ新
緑
や
老
い
て
な
お
生
き
ん
と

歩
き

佗
助
や
訪
ふ
人
も
な
く
一
日
過

ぐ春
の
月
赤
福
餅
の
好
き
な
夫

将
棋
指
す
音
も
や
は
ら
ぐ
春
の

昼咲
く
も
佳
し
散
る
も
ま
た
佳
し

紅
椿

母
の
日
は
母
の
温
も
り
一
段
と

落
日
を
見
送
る
ご
と
き
宵
の
月

雨
蛙
今
宵
は
鳴
か
ず
夫
を
恋
う

山
藤
や
こ
の
道
行
か
ば
父
母
の

墓

岬
端
に
生
き
生
か
さ
れ
て
藤
の

花五
月
雨
や
車
代
り
の
子
の
背
中

古
里
に
独
り
の
籍
や
桐
の
花

心
太
夫
と
寛
ぐ
昼
下
が
り

麦
の
秋
旅
の
途
中
の
出
石
寺

花
あ
や
め
四
人
連
れ
な
る
師
の

墓
参

色
競
い
夕
陽
に
映
え
る
立
葵

鹿
尾
菜
干
し
里
道
の
巾
使
ひ
切

る路
肩
ご
と
落
ち
て
な
お
咲
く
時

計
草

と
び

あ
ま
た

く

も

い
っ
し

ひ
と
ひ


